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1. 研究の目的  

近年の社会・経済情勢が厳しさを増す中，社会資本の長寿命化が求められている．農業におい

ても耐用年数を超過した開水路等の農業水利施設の長寿命化を図る補修･補強が全国で実施されて

いる．開水路では，水理性能低下の要因の一つとして，摩耗等の老朽化に伴う粗度の悪化があ

る．この水理性能を回復させるため，開水路では，無機系表面被覆工（以下，被覆工）による補

修を行い長寿命化を図っているところである．し

かしながら，被覆工は比較的新しい工法のため，

現場での粗度の経年変化は明らかになっていな

い．このため，被覆工の流水による摩耗等の影響

を受ける水中部と流水の影響を受けない気中部に

おいて，凹凸形状から粗度係数を推定し，その経

年変化を明らかにする． 
2. 粗度計測の考え方

被覆工等の粗度係数は，レーザ距離計（Fig.1）等

により精度良く表面の凹凸の形状を測定するこ

とで評価することが可能 1)とされている．これは，

被覆工表面をレーザ距離計等で計測し，Fig.2 に

示すように粗さ曲線と中心線に囲まれる面積を

測定長さで割った値を算術平均粗さ Ra とした．

その値を換算粗度計算式 2) (n=0.033ks1/6+0.0034   
ただし ks=2Ra)に当てはめることで粗度係数 n を

算出する． 
なお農業用排水路の設計 3)における粗度係数は，

モルタルで 0.011～0.015（標準値 0.013），コンクリ

ートで 0.012～0.016（標準値 0.015）がおもに用い

られる．

3. 現地における粗度計測方法

レーザ距離計による計測方法を Fig.1，Fig.3，
Fig.4 に示す．レーザ距離計は測線上のレーザ距離

計から被覆工表面までの距離を走査方向 0.1mm 間

隔で測定するものである．表面の凹凸形状は流水

の方向で異なることも考えられることから，Fig.3
に示すように，1 辺が 120mm の四角形の枠内で流

水方向に 3 測線と流水に直交する方向の 3 測線の
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Fig.2 算術平均粗さ Ra 

Fig.3 レーザの測定方向 

Fig.1 レーザ距離計の測定概要 

− 556 −

H30 農業農村工学会大会講演会講演要旨集[7-8]



計 6 測線の測定を行った．なお，その際の測

定長さ y（Fig.2）は 100mm とした．  
また，Fig.4 に示すように，測定した測点は

かんがい期に流水の影響を受ける水中部と流

水の影響を受けない気中部を測定した．これ

は，水中部が流水により表面の摩耗等が生じ

次第に凹凸形状が変化するのに対し，気中部

はその影響が無いため施工直後の凹凸形状を

概ね残しているものと考えられるためであ

る．水中部と気中部の換算粗度を比較するこ

とで，粗度の変化が明らかになると考えた． 
4. 調査地区 

調査を実施した北海道内の N 地区は，コン

クリート水路（H950×B1,300mm）の表面を

H20 年度に複数の工法により補修した地区で

あり，施工後 9 年間通水されている．今回の

調査では，4 種の無機系表面被覆工を調査対

象として，レーザ距離計による凹凸形状の測

定を行った． 
5. 地区の測定結果

N 地区での測定結果を Table.1 に示す．流

水の影響のある水中部の換算粗度係数は 4 工

法とも大きな差は無く 0.011～0.012 であっ

た．施工後 9 年間経過しても設計基準の範囲

内及び標準値に十分収まっている．また，気

中部は 4 工法ともほぼ同じで 0.010～0.011 で

あった．以上のことから，N 地区では，無機

系表面被覆工の換算粗度は，施工直後から約

0.001～0.002 程度しか増加していないこと，

また，工法間の差が小さいことが分かった． 
6. おわりに

本研究では，施工後 9 年経過した被覆工水路における粗度係数の推定を行った．その結果，凹凸

形状から推定される調査地区における水中部での換算粗度係数は 0.011～0.012 程度で，施工直後か

らの粗度の増加は小さいことが明らかになった．なお，今回の調査では測定範囲が限られており，

底版は測定していない．また実際の水路の流量・流速は表面の凹凸の以外に水路勾配（不等沈下），

土砂の堆積，藻･水草等の様々な影響を受けることに注意が必要である．  
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Table.1 Ｎ地区 粗度係数 

Fig.4 水路での測定位置 
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